
各常任委員会に付託された案件

について、審査した内容と結果を

掲載しています。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
は
、
国
県
等
と
協
議

を
進
め
て
い
た
事
業
等
の
補

助
採
択
の
見
込
み
が
立
っ
た

こ
と
な
ど
に
伴
う
事
業
費
の

計
上
を
は
じ
め
、
今
定
例
会

に
提
案
の
土
地
の
買
い
戻
し

に
要
す
る
経
費
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
額
の
見
込
み

額
増
に
伴
う
経
費
な
ど
が
予

算
計
上
の
主
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
12

億
７
５
８
５
万
１
千
円
を
追

加
計
上
し
、
補
正
後
の
一
般

会
計
予
算
の
総
額
を
５
６
３

億
７
５
８
５
万
１
千
円
と
す

る
と
と
も
に
、
地
方
債
の
補

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で

す
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
特

定
財
源
と
し
て
各
事
業
に
係

る
国
・
県
支
出
金
、
市
債
及

び
寄
附
金
を
、
一
般
財
源
と

し
て
、
平
成
26
年
度
の
決
算

一般会計
補正予算

12億7,585万1千円
を追加

予算総額は、563億7,585万1千円に

剰
余
見
込
み
額
の
一
部
及
び

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
対
策
事
業
に
つ
い
て

■問　
平
成
21
年
度
に
交
付
税

措
置
さ
れ
た
地
域
雇
用
創
出

推
進
費
を
今
回
使
用
す
る

が
、
そ
の
当
時
に
使
用
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

■答　
国
の
指
導
に
よ
り
、
全

額
を
基
金
に
積
み
立
て
た
。

今
回
、
雇
用
促
進
の
目
的
に

合
致
す
る
こ
と
か
ら
隼
人
町

小
田
工
業
団
地
の
買
い
戻
し

に
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
管
理
事
務
に

つ
い
て

■問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

ど
の
よ
う
な
情
報
を
収
集
・

管
理
す
る
の
か
。

■答　
住
民
基
本
台
帳
、
個
人

住
民
税
課
税
、
児
童
手
当
支

給
、
要
介
護
認
定
、
生
活
保

護
受
給
、
日
本
年
金
機
構
の

年
金
受
給
関
係
の
情
報
を
暗

号
化
し
た
コ
ー
ド
で
行
う
の

で
、
芋
づ
る
式
に
個
人
情
報

が
漏
え
い
す
る
シ
ス
テ
ム
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
平
成
28

年
２
月
か
ら
の
予
定
で
、
市

内
全
域
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
住

民
票
が
取
れ
る
こ
と
に
な
る
。

惣
陣
が
丘
花
文
字
照
明
設
置

委
託
事
業
に
つ
い
て

■問　
惣
陣
が
丘
花
文
字
照
明

設
置
委
託
事
業
の
概
要
と
管

理
方
法
を
示
せ
。

■答　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
購
入
し
、

『
フ
ク
ヤ
マ
』の
花
文
字
を
点

灯
す
る
。基
本
的
な
管
理
は
、

市
で
行
い
た
い
。

市
内
各
種
観
光
施
設
維
持
管

理
総
務
事
業
に
つ
い
て

■問　
横
川
地
区
の
大
出
水
湧

水
公
園
整
備
計
画
の
内
容

は
。

■答　
用
地
取
得
は
市
が
行
い
、

工
事
は
県
の
事
業
に
よ
り
駐

車
場
を
整
備
す
る
。水
く
み

場
ま
で
の
道
路
も
改
善
す
る

予
定
で
あ
る
。

平成27年度

第１号

予算
常任委員会

◎
有
村　

隆
志

◯
植
山　

利
博

　

徳
田　

修
和

　

阿
多　

己
清

　

中
馬　

幹
雄

宮
本　

明
彦

中
村　

正
人

池
田　

綱
雄

岡
村
一
二
三

下
深
迫
孝
二

今
吉　

歳
晴

蔵
原　
　

勇

宮
内　
　

博

空
家
等
対
策
事
業
に
つ
い
て

■問　
特
定
空
き
家
が
解
消
さ

れ
な
い
原
因
に
、
固
定
資
産

税
の
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
ま

で
踏
み
込
ん
だ
対
策
か
。

■答　
今
回
の
「
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
の
中
で
、
税
制
上
の
措

置
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。  

市

独
自
の
減
免
等
に
つ
い
て

は
、
税
の
部
局
等
と
も
協
議

を
し
な
が
ら
、
研
究
し
て
い

き
た
い
。

横
川
運
動
公
園
管
理
運
営
事

業
に
つ
い
て

■問　
整
備
計
画
内
容
を
示
せ
。

■答　
合
併
処
理
浄
化
槽
第
１

槽
の
回
転
盤
が
動
か
ず
撹
拌

し
て
い
な
い
。設
置
し
て
か

ら
23
年
を
経
過
し
て
い
る
の

で
、
ば
っ
気
方
式
で
新
設
し
、

２
６
０
人
槽
を
設
置
す
る
。

今回の一般会計補正予算の主な事業

●惣陣が丘花文字照明設置委託事業

●市内各種観光施設維持管理総務事業

●空家等対策事業

●横川運動公園管理運営事業

272万円

420万円

40万円

2,570万円

●財産管理総務管理事務事業
　　公的不動産の活用計画を策定する

540万円

●ふるさと納税促進事業
　　収入増が見込まれることによる必要経費の増額計上

7,923万円

◉審査した議案・陳情

委員会レポート
議案第56号　財産の取得について　……………………………………………　全会一致で可決

◎委員長　 ○副委員長

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
高

規
格
救
急
自
動
車
の
購
入
）

　

本
市
消
防
局
隼
人
分
遣
所

と
横
川
分
遣
所
に
配
備
し
て

い
る
高
規
格
救
急
自
動
車
の

２
台
を
買
い
替
え
る
た
め
、

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
取

得
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
取

得
金
額
は
、
税
込
５
５
０
８

万
円
。
取
得
の
相
手
方
は
、

鹿
児
島
日
産
自
動
車
株
式
会

社
で
あ
る
と
の
説
明
。

■問　
今
回
の
２
台
購
入
は
、

仕
様
内
容
は
同
じ
か
。
車
種

の
条
件
は
、
ど
の
よ
う
に
定

め
た
の
か
。

■答　
国
内
で
救
急
自
動
車
を

造
っ
て
い
る
の
は
、
日
産
の

エ
ル
グ
ラ
ン
ド
と
ト
ヨ
タ
の

ハ
イ
エ
ー
ス
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
指
定
し

た
。
２
台
と
も
仕
様
は
同
じ

で
あ
る
。

■問　
買
い
替
え
る
車
両
は
、

い
つ
購
入
し
て
い
る
の
か
。

走
行
距
離
は
ど
う
か
。

■答　
隼
人
の
車
両
は
平
成
21

年
１
月
購
入
で
、
16
万
キ
ロ

走
行
、
横
川
の
車
両
は
平
成

19
年
12
月
購
入
で
、
15
万

キ
ロ
走
行
し
て
い
る
。

■問　
隼
人
と
横
川
分
遣
所
以

外
で
の
高
規
格
救
急
自
動
車

の
配
備
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
今
後
の
買
い
替
え
計
画

は
立
て
て
い
る
の
か
。

■答　
旧
町
の
分
遣
所
に
各
１

台
、
国
分
が
２
台
の
計
８
台

を
所
有
し
て
い
る
。
今
後
の

買
い
替
え
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
特
に
定
め
て
い
な
い

が
、
基
本
的
に
は
15
万
キ
ロ

走
行
を
基
準
に
考
え
て
い
き

た
い
。

■問　
今
回
の
入
札
で
は
、
最

低
制
限
価
格
を
設
定
し
た
の

か
。
ま
た
、
落
札
率
は
い
く

ら
か
。

■答　
最
低
制
限
価
格
は
設
定

し
て
い
な
い
。
落
札
率
は
、

98
・
３
％
で
あ
る
。

所
管
事
務
調
査
よ
り

　

第
15
回
「
議
員
と
語
ろ
か

い
」
で
出
さ
れ
た
意
見
や
要

望
等
に
つ
い
て
、
所
管
事
務

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
執
行

部
と
の
質
疑
の
一
部
を
報
告

し
ま
す
。

■問　
福
沢
地
区
公
民
館
は
、

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
が
、

地
デ
ジ
も
映
ら
な
い
。
ラ
ジ

オ
の
ほ
か
情
報
源
が
な
い
。

改
善
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

進
入
路
が
狭
い
の
で
、
幹
線

道
路
も
含
め
て
整
備
し
て
ほ

し
い
。

■答　
避
難
所
は
、
災
害
の
危

険
か
ら
緊
急
に
逃
れ
る
場
所

と
し
て
い
る
の
で
、
テ
レ
ビ

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

大
災
害
時
で
長
期
的
に
使
用

す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
設
置
を
検

討
す
る
。

　

ま
た
、
幹
線
道
路
で
あ
る

県
道
４
９
５
号
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
の

で
、
本
年
３
月
に
県
に
要
望

し
た
。
公
民
館
へ
の
進
入
路
の

市
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
幅

員
が
5.5
ｍ
あ
る
の
で
、
拡
幅

等
の
計
画
は
も
っ
て
い
な
い
。

■問　
職
員
を
国
分
だ
け
に
集

め
な
い
で
ほ
し
い
。
例
え
ば

農
業
委
員
会
は
福
山
に
、
観

光
課
は
牧
園
に
行
政
を
分
散

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交

通
な
ど
、
も
っ
と
小
回
り
の

き
く
行
政
を
や
っ
て
ほ
し

い
。

■答　
平
成
23
年
３
月
に
策
定

し
た
第
２
次
組
織
機
構
再
編

計
画
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
「
総
合
支
所
・
分
庁
方
式
」

か
ら
「
本
庁
方
式
」
へ
移
行

す
る
方
針
を
定
め
、
そ
の
方

針
を
前
提
と
し
て
国
分
庁
舎

増
築
に
も
着
手
し
て
い
る
。

　

今
後
、
職
員
数
を
さ
ら
に

削
減
さ
せ
て
い
く
な
か
で
、

行
政
機
能
を
分
散
さ
せ
る
方

式
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い

な
い
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
な

ど
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
要
望
な
ど
も
お
聞
き
し

な
が
ら
、
地
域
公
共
交
通
会

議
で
協
議
し
、
路
線
の
見
直

し
も
行
っ
て
い
る
。特
に
、
今

年
度
は
、「
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
を
策
定
す
る
の

◎池田　綱雄　 ○有村　隆志　 平原　志保　 阿多　己清　 中村　正人　 松元　深

　塩井川幸生　 　池田　守　　 前川原正人総務文教

で
、
こ
の
中
で
実
態
調
査
な

ど
も
行
い
、
デ
マ
ン
ド
交
通

も
含
め
た
運
行
形
態
の
見
直

し
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

■問　
持
松
小
学
校
の
体
育
館

が
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

が
、
ト
イ
レ
が
外
に
あ
る
た

め
、
不
便
だ
。
改
善
で
き
な

い
か
。

■答　
屋
外
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
体
育
館
と
隣
接
し
て
お

り
、
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
裏
か

ら
直
接
行
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
、雨
で
も
影
響
が
な
い
。

体
育
館
内
に
設
置
す
る
必
要

は
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
調
査
項
目

○
自
治
会
合
併
を
進
め
る
た

め
の
支
援
策
に
つ
い
て

○
持
松
小
学
校
校
長
・
教
頭

住
宅
の
改
修
整
備
に
つ
い

て
○
溝
辺
中
学
校
の
プ
ー
ル
施

設
に
つ
い
て

○
日
当
山
及
び
隼
人
姫
城
地

区
公
民
館
の
避
難
所
の
在

り
方
に
つ
い
て

定 

例 

会

第
2
回

常任委員会

中央署配備の同型車

Committee reports

●住民基本台帳管理事務

●企業誘致対策事業

4,422万円

10億4,893万円

●学校給食センター運営事業
　　隼人学校給食センター冷凍冷蔵庫等購入

3,150万円

大出水湧水
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